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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年12月期第３四半期の連結業績（平成28年１月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年12月期第３四半期 3,794 － 823 － 819 － 547 － 

27年12月期第３四半期 － － － － － － － － 
 
（注）包括利益 28年12月期第３四半期 548 百万円 （－％）   27年12月期第３四半期 － 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年12月期第３四半期 15.01 13.73 

27年12月期第３四半期 － － 

（注）当社は、平成27年12月期第３四半期は四半期財務諸表を作成しており、第２四半期連結会計期間に新規で連結の範
囲に含めた子会社がありますので、四半期連結財務諸表を作成しております。このため、前年同四半期増減率は記
載しておりません。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年12月期第３四半期 3,768 1,823 48.2 49.86 

27年12月期 － － － － 
 
（参考）自己資本 28年12月期第３四半期 1,814 百万円   27年12月期 － 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年12月期 － 0.00 － 17.00 17.00 

28年12月期 － 0.00 －     

28年12月期（予想）       － － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

１．当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。平成27年12月期については

当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。当該株式分割が前事業年度の期首で行われたと仮定した

場合の遡及修正については後述の「株式分割に伴う『配当の状況』の遡及修正」をご覧ください。

２．期末日時点における配当予想は未定であります。
 
３．平成28年12月期の連結業績予想（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,215 － 1,116 － 1,112 － 764 － 21.00 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

当社は、平成28年11月９日付公表「通期業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり通期の業績予想を修正してお

ります。詳細は、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  1社  （社名）株式会社ウインドアンドサン、除外  －社  （社名）－ 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）当四半期連結累計期間に

おける重要な子会社の異動」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）四半期連結財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の２に該当するものであります。詳

細は、添付資料Ｐ.４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期３Ｑ 37,350,000 株 27年12月期 37,350,000 株 

②  期末自己株式数 28年12月期３Ｑ 955,684 株 27年12月期 3,084 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期３Ｑ 36,479,147 株 27年12月期３Ｑ 37,346,916 株 

（注）当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示 

時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きを実施しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は 

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、この四半期決算短信（添付資 

料）Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ 

い。 

（決算補足説明資料の入手方法） 

四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。 

 

株式分割に伴う『配当の状況』の遡及修正 
 当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度
の期首に行われたと仮定した場合の１株当たりの配当金は下記のとおりとなります。 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年12月期 － 0.00 － 5.67 5.67 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、各種政策の効果

もあって、緩やかに回復していくことが期待されておりますが、海外経済で弱さがみられており、中国を始めと

するアジア新興国や資源国等の景気が下振れし、また、英国のＥＵ離脱問題など、海外経済の不確実性の高まり

や金融資本市場の変動の影響も懸念されており、我が国の景気を下押しするリスクは依然として含んでおりま

す。

わが国の人口は、平成28年版の内閣府発行の「少子化社会対策白書」によれば、昭和40年代後半の婚姻組数は

年間100万組を超え、婚姻率（人口千人当たりの婚姻件数）もおおむね10.0以上であったものが、その後は、婚姻

件数、婚姻率ともに低下傾向となり、平成26年には64万3,749組（対前年比１万6,864組減）と、平成25年に続き

過去最低を記録するばかりか、婚姻率も5.1と過去最低となり、昭和40年代後半と比べると半分の水準となってお

り、未婚化および晩婚化が少子化問題の大きな要因となっていることが伺えます。このままでは政府発表の「ま

ち・ひと・しごと創生基本方針2015」の中で提言されているとおり、出生率の改善が５年単位で遅れていくと定

常人口が300万人減少していく危機的状況から抜け出せていません。 

このような状況のもと、当社は、「ご縁がある皆様を幸せにする」を経営理念に、オンラインとオフライン両

方の婚活サービスを総合的に運営する、国内および海外でも類のない独自のサービスを展開しており、オンライ

ンであるインターネットを活用するサービスのメディア部門と、オフラインである結婚相談所などのリアルサー

ビスを行うサービス部門を組み合わせた複合婚活事業モデルを確立し、その独自性と当社事業の特長である“人

と人をつなぐのは人である”というブランドステートメントに則り、お客様に寄り添ったお世話のクオリティを

高めながら、ITを駆使した婚活市場の拡大のほかに、その周辺事業の開拓にも取り組み、持続的成長を実現して

おります。 

また、「婚活」というワードは、既に国内では十分浸透、定着しているばかりか、婚活サービスに対する利用

者の心理的ハードルの低下と相まって婚活に伴う消費意欲も高まっております。加えて、大手企業による新規参

入を受けて婚活市場が活性化することが期待され、ますます認知度も高まるなか、当業界の信頼性の向上と、よ

り一層の健全化を図るための取り組みも進められております。婚活の潜在的な市場規模は拡大傾向にあると同時

に、未婚率も依然として上昇傾向にあることから、当社事業への社会的ニーズは大きく高まっていると認識して

いるばかりか、当社の婚活登録会員数および成婚数ともに順調に増加していることも踏まえまして、当社のサー

ビスは、我が国の未婚化・晩婚化および少子化に対する解決策の一つとして貢献しているものと自負しておりま

す。 

当第３四半期連結累計期間では、「日本の成婚の１%をＩＢＪが創出する」、中期経営計画実現にむけて、行

政・地方自治体への働きかけを通じた婚活支援の取り組みをはじめ、当社保有の婚活会員数約52万名の行動デー

タを科学的に分析し、婚活データの提供をはじめ婚活支援を目的とした婚活総研株式会社を設立したほか、東京

大学の技術協力を得て人工知能（ＡＩ）や画像認識でマッチングの精度を高めるアルゴリズムの開発に着手する

など、当社にしかできない社会貢献を積極的に図りつつ、未婚化・少子化を始めとする日本の社会的課題に対す

る解決の糸口を立案、提言してまいりました。また、直営イベント会場として博多に新店舗をオープンさせたほ

か、当社とウエディング専門雑誌の発行や相談窓口を運営する株式会社ウインドアンドサンがタッグを組んだ今

までにないウエディングサロン「ウエディングnavi新宿店」をオープンさせるなど、ライフデザイン分野の婚活

消費として取り組んでいる提携企業先を拡充させ、婚活分野以外の領域にも積極的に取り組み、着実に事業基盤

の強化を図ってまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,794,092千円、営業利益は823,562千円、経常利益は819,778

千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は547,715千円となりました。ＩＢＪ個別での当第３四半期累計期間の

業績は、売上高は3,713,801千円（前年同四半期比23.3％増）、営業利益は832,178千円（同36.4％増）、経常利

益は828,295千円（同37.1％増）、四半期純利益552,940千円（同46.1％増）と前年同期に比べ伸長しました。 

 

なお、第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期等の比較について

は記載しておりません。 

また、セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、売上高については、セグメント間の内部取引高又

は振替高を含めて表示しております。 

 

（セグメント別の概況）

＜メディア部門＞

当セグメントは、コーポレート事業、ＦＣ事業、コミュニティ事業、イベント事業、ウェディング事業より構

成されております。

当第３四半期連結累計期間は、各事業において下記の取り組みを行いました。
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（ⅰ）コーポレート事業における、結婚相談事業者の新規開業支援や、ＩＢＪシステム（お見合い管理システ

ム）に新たに「ＩＢＪマッチング」の機能を追加したほか、連盟本部事務局機能の増強など、加盟相談所

数・登録会員数の順調な増加による収益力の向上、当社の婚活会員を基盤とする広告商材の拡販に加え

て、ライフデザインサポート領域の一つである送客スキームの確立による新たな収益力の獲得 

（ⅱ）ＦＣ事業における、ＦＣ加盟店開発による直営未出店地域での婚活インフラの増強など、ＦＣ加盟店数の

増加による収益力の向上 

（ⅲ）コミュニティ事業における、婚活サイトの機能拡充による新規会員獲得強化、登録会員数の増加による収

益力の向上 

（ⅳ）イベント事業における、京都店、池袋店、博多店のオープンや東京店の増床など自社会場企画と開催数の

拡充、自社会場企画に加え外部会場開催の企画型イベントへの取り組みを通じた動員数増加や合コン開催

のセッティングシステム増強による開催率向上および魅力ある会場（飲食店）の開拓等 

（ⅴ）ウェディング事業における、ウェディングnavi新宿店のオープンや式場送客の順調な増加による収益力の

向上 

に取り組んだ結果、セグメント売上高2,771,133千円、セグメント利益は1,156,754千円となりました。 

 

＜サービス部門＞ 

当セグメントは、ラウンジ事業により構成されております。 

当第３四半期連結累計期間は、 

   ラウンジ事業 

ラウンジ事業においては、ソフト面では婚活アドバイザーならびにカウンセラースタッフの拡充とスキル

アップ（成婚の育み方）研修の計画的実施等による、入会数および成婚数の増加のほか、職域型婚活サイ

トのサービスライン拡充等 

に取り組んだ結果、セグメント売上高は1,094,748千円、セグメント利益は438,271千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は2,559,149千円、固定資産は1,209,107千円、総資産は

3,768,257千円となりました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は1,170,841千円、固定負債は774,169千円、負債合計は

1,945,011千円となりました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は1,823,246千円で、自己資本比率は48.2％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年12月期第３四半期の連結業績は、平成28年８月９日公表の「連結決算開始に伴う連結業績予想に関する

お知らせ」に記載した平成28年12月期通期の連結業績予想に対する売上高の進捗率では、下図のとおり堅調に推移

し、同四半期での当初計画を上回っております。これは業績予想の前提となる婚活会員数などで、業績予想策定当

初の見込み数に対して増加していることが主な要因であると認識しております。

 なお、連結業績予想の修正につきましては、本日、平成28年11月９日に公表しました「通期の連結業績予想修正

に関するお知らせ」をご覧ください。なお、修正後の進捗率では、下図のとおりとなります。 

 

（参考）連結        

（修正前）

[対連結業績予想進捗率]
売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰属す

る当期純利益

通期 75.2％ 81.7％ 82.0％ 81.9％

         

（修正後）

[対連結業績予想進捗率] 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益

通期 72.7％ 73.8％ 73.7％ 71.7％
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。 

 なお、特定子会社には該当しておりませんが、第２四半期連結会計期間において、株式会社ウインドアンドサン

の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更等）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であり

ます。

 

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、取得関連費用を発生した事業年度の費用として計上す

る方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期会計期間の四半期連結財務諸表に反

映させる方法に変更いたします。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)及び事業分離等会計基準第57－４項

(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しており

ます。

 なお、当第３四半期連結会計期間において、四半期連結財務諸表および１株当たり情報に与える影響はありませ

ん。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

  当第３四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,936,909 

売掛金 513,604 

商品及び製品 2,770 

原材料及び貯蔵品 90 

前払費用 58,466 

繰延税金資産 45,708 

貸倒引当金 △780 

その他 2,380 

流動資産合計 2,559,149 

固定資産  

有形固定資産  

建物 331,267 

減価償却累計額 △105,426 

建物（純額） 225,841 

車両運搬具 2,191 

減価償却累計額 △1,689 

車両運搬具（純額） 502 

工具、器具及び備品 255,524 

減価償却累計額 △169,817 

工具、器具及び備品（純額） 85,707 

有形固定資産合計 312,051 

無形固定資産  

のれん 80,310 

ソフトウエア 187,823 

無形固定資産合計 268,134 

投資その他の資産  

投資有価証券 68,188 

関係会社株式 48,937 

長期前払費用 1,290 

差入保証金 373,711 

繰延税金資産 17,080 

その他 119,713 

投資その他の資産合計 628,921 

固定資産合計 1,209,107 

資産合計 3,768,257 
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  （単位：千円） 

  当第３四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

負債の部  

流動負債  

買掛金 51,254 

短期借入金 160,000 

1年内返済予定の長期借入金 145,000 

未払金 104,715 

未払費用 121,864 

未払法人税等 135,453 

未払消費税等 74,648 

前受金 278,420 

賞与引当金 65,694 

返品調整引当金 14,434 

その他 19,355 

流動負債合計 1,170,841 

固定負債  

長期借入金 686,250 

長期未払金 716 

資産除去債務 87,203 

固定負債合計 774,169 

負債合計 1,945,011 

純資産の部  

株主資本  

資本金 338,380 

資本剰余金 338,380 

利益剰余金 1,522,379 

自己株式 △383,205 

株主資本合計 1,815,934 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 △1,368 

その他の包括利益累計額合計 △1,368 

新株予約権 8,680 

非支配株主持分 － 

純資産合計 1,823,246 

負債純資産合計 3,768,257 

 

- 6 -

株式会社ＩＢＪ（6071）　平成28年12月期　第3四半期連結決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

売上高 3,794,092 

売上原価 403,004 

売上総利益 3,391,088 

返品調整引当金繰入額 11,694 

差引売上総利益 3,379,394 

販売費及び一般管理費 2,555,831 

営業利益 823,562 

営業外収益  

受取利息 157 

受取配当金 150 

その他 323 

営業外収益合計 631 

営業外費用  

支払利息 4,359 

その他 55 

営業外費用合計 4,414 

経常利益 819,778 

特別損失  

減損損失 1,154 

特別損失合計 1,154 

税金等調整前四半期純利益 818,624 

法人税、住民税及び事業税 266,081 

法人税等調整額 4,826 

法人税等合計 270,908 

四半期純利益 547,715 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 547,715 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 547,715 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 1,030 

その他の包括利益合計 1,030 

四半期包括利益 548,745 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 548,745 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年２月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式505,300株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が187,078千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株

式が383,205千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額   メディア部門 サービス部門 計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,707,625 1,086,467 3,794,092 － 3,794,092 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
63,508 8,280 71,789 △71,789 － 

計 2,771,133 1,094,748 3,865,882 △71,789 3,794,092 

セグメント利益 1,156,754 438,271 1,595,026 △771,463 823,562 

 （注） １  セグメント利益の調整額△771,463千円は、セグメント間取引消去△71,789千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△699,674千円であります。

       全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分に新たに含まれる事業）

 第２四半期連結会計期間において株式会社ウインドアンドサンの株式を取得したことに伴い、当第３四半期連結会計期

間からメディア部門へウェディング事業を追加しております。
 
（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第２四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備および構築物に係る減価償却方法を定率

法から定額法に変更しております。

 なお、この変更に伴う影響は軽微であります。
 
（企業結合に関する会計基準等の適用）

 第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額

の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 メディア部門にて、退去を決定している１店舗について建物附属設備の帳簿価額の全額829千円、工具、器具及び備品

の帳簿価額の全額324千円の合計1,154千円を減損損失として特別損失に計上しております。
 
（のれんの金額の重要な変動） 

 メディア部門において株式会社ウインドアンドサンの株式を取得しております。

 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては83,953千円であります。
 
（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。
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